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36歳で岡山県議会議員に初当
選し、3期12年にわたり県政に
携わる。政治家引退後、上場
企業を立ち上げ、経営者として
活動を続けている。2016年に
は映画 『太陽の蓋』 を製作・公
開。脱原発をテーマに、国内外
で 発 信 を行っている。現 在 は
武蔵野政治塾の事務局長とし
て、リアルな議論の場づくりに
取り組んでいる。
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早稲田大学エクステンション
センター講師。クラシック音楽、
歌舞伎、映画、歌謡曲、マンガ
など幅広いジャンルのノンフィ
クションを執筆。近著に『昭和
20年8月15日』 『巣鴨プ リ
ズンから帰ってきた男たち』。
菅直人元首相の 『東電福島
原発事故　総理大臣として考え
たこと』 『原発事故10年目の
真実』の編集者。

中
川 

右
介

作
家
／
編
集
者

フランス、グルノーブル市より招待され、
「太陽の蓋」の上会と討論を実施

フランス、グルノーブル市より招待され、
「太陽の蓋」の上映と討論を実施

映画「太陽の蓋」
(90分日本語字幕版)
視聴はこちら 🔽

　5月にフランスに行ってきました。 グルノーブルという町
です。 フランシス・レイのたまらなく美しいサウンドトラック 
「白い恋人たち」 を思い出す映画の舞台となった、アルプス
の裾にある風光明媚な所です。
　しかしかつて冬季オリンピックを開催して多くの人に愛
されているグルノーブルの街に、原子炉が動いているとは
日本人には誰も想像できないでしょう。
　そうなのです。 フランスは核保有国でたくさんの核施設
や原発が国中に配置されています。 そのグルノーブルで2年
に1回開かれる大きなイベントがあります。 その「移行する
都市」 というテーマの集まりには、ヨーロッパだけでなく
多くの国から都市問題や環境問題に興味のある人たちが
集まってきます。
　今回は第5回目で、日本からは映画 「太陽の蓋」 の上映
と、ノーベル平和賞を受賞した被団協の田中總司さんたちが
招待されました。
　田中さんの被爆体験を語っていく講演は、じっと聞いて
いるのもつらく、原爆の後の広島の話を初めて聞いた聴衆
は信じられないという表情を隠せず、若い人たちの涙をこら
えきれない様子に、私ももらい泣きしました。
　そのすぐ後、 「太陽の蓋」 が上映され、討論で私は 「福島
第一原子力発電所の事故は、あと少しで東京まで人が住む
ことができなくなるところだった、原発はたった1回の事故で国
が成り立たなくなるほどの大きな影響を及ぼす可能性がある」 
という深刻な話を、少し熱を込めて話させていただきました。

　一回で信じていただけたかどうかは分かりませんが、この
ことだけは、どうしても世界中の人に分かっていただきたい
偽りのない事実です。

　さてフランスですが、ナチスドイツに攻められてパリまで
占領された第二次世界大戦以後は、国の主権を守ることを
国是としてきたために、核兵器を装備することを当然のこと
とし、最大の力を注ぎ、同時に原子力発電も国中に作って
いきました。 その結果発電量の70%近くが原発という世界
一の原発大国となってしまいました。
　今回は、これからまだ新型の原子力発電所を建設しよう
というフランスと、福島であれだけ大きな事故を起こしても
なお懲りずに原子力に頼ろうとする日本という、二大原発
大国を比較して、共通点と相違点をあぶり出して、なおかつ
出口を見つける方法を探っていきたいと思います。 
　フランスに同行した作家の中川右介さんに、少し質問を
リードしていただいた後、会場の皆様とも質疑応答の時間
を設けさせていただきます。（橘 民義）




